
 方程式 

§２１ 複素数 
 

 

１．(1 − 𝑖)𝑎2 + 𝑎 − 𝑏(1 + 𝑖) = 0をみたす実数の組（ 𝑎 ,  𝑏）は（0 ,  0）と（[ ア ] , [ イ ]）である。ただ

し、𝑖は虚数単位である。 

（関西大） 

２．虚数単位𝑖に対して、𝑖 + 𝑖2 + 𝑖3 +⋯+ 𝑖60を計算せよ。 

（大阪薬大） 

３．𝑧 =
1−√3𝑖

2
 ,  𝑤 =

5−𝑖

2−3𝑖
とするとき、𝑧11 = [ ア ]、𝑧2000 = [ イ ]、𝑤7 = [ ウ ]である。 

（青山学院大） 

４．𝑖 = √−1とする。複素数𝛼 = 1 + √3𝑖に対して、
(𝛼+2)6

𝛼3
の値は[ア]である。 

（関西大） 

５．実数𝑥 ,  𝑦が(1 + 2𝑖)(𝑥 + 𝑖) = 𝑦 + 𝑥𝑖を満たすとき、（𝑥 ,  𝑦）=（[ ア ] , [ イ ]）である。ただし、𝑖は

虚数単位である。 

（京都産業大） 

６．実数𝑥 ,  𝑦が(1 + 2𝑖)𝑥2 + (2 + 𝑦𝑖)𝑥 − 3(1 + 𝑖) = 0（𝑖は虚数単位）を満たすとき、𝑥 ,  𝑦の値を求めよ。 

（摂南大） 

７．𝑎を定数の実数とするとき、(2 + 𝑖)𝑥2 + (2 + 𝑎𝑖 + 𝑖)𝑥 − 4 + 𝑎𝑖 = 0を満たす実数𝑥が存在するように、

𝑎の値を求めよ。ただし、𝑖は虚数単位とする。 

（東北学院大） 

８．𝑘を実数の定数、𝑖 = √−1を虚数単位とする。 

𝑥の2次方程式(1 + 𝑖)𝑥2 + (𝑘 + 𝑖)𝑥 + 3 − 3𝑘𝑖 = 0が純虚数解をもつとき、𝑘の値を求めよ。 

（摂南大） 

９．𝑤を1 +𝑤 +𝑤2 = 0を満たす複素数とするとき、次の問いに答えよ。ただし、𝑛は自然数とする。 

(1) 𝑤3 = 1が成り立つことを示せ。 

(2) (1 + 𝑤)3𝑛 = (−1)𝑛が成り立つことを示せ。 

(3) 次の2つの等式が成り立つことを示せ。 

∑ 𝐶3𝑛 3𝑘+1
𝑛−1
𝑘=0 −∑ 𝐶3𝑛 3𝑘+2

𝑛−1
𝑘=0 = 0 , ∑ 𝐶3𝑛 3𝑘

𝑛−1
𝑘=0 − ∑ 𝐶3𝑛 3𝑘+1

𝑛−1
𝑘=0 = (−1)𝑛 

（和歌山大） 

10. 𝑎を実数、𝑧を0でない複素数とする。𝑧と共役な複素数を𝑧で表す。 

(1) 𝑧 + 1 −
𝑎

𝑧
= 0を満たす𝑧を求めよ。 

(2) 𝑧 + 1 −
𝑎

𝑧
= 0を満たす𝑧が存在するような𝑎の値の範囲を求めよ。 

(3) 𝑧(𝑧)2 + 𝑧 −
𝑎

𝑧
= 0を満たす𝑧が存在するような𝑎の値の範囲を求めよ。 

（東北大） 



§２１．複素数 

1. (𝑎 ,  𝑏) = (−
1

2
  , −

1

4
) 2. 0 

3. [ア]=
1+√3𝑖

2
 ,  [イ]=

−1−√3𝑖

2
 

  [ウ]= 8 − 8𝑖 

4. [ア]= 216 

5. [ア]= −1  [イ]= −3 6. (𝑥 ,  𝑦) = (−3 ,  5) , (1 ,  1) 

7. 𝑎 = 2 , −1 8. 𝑘 = −1 

9.   

 

 

 

(3) 略 

  

10. (1) 𝑎 = 0 → 𝑧 = −1 

𝑎 ≠ 0 → 𝑧 =
−1 ± √1 + 4𝑎
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(2) 𝑎 ≧ −
1

4
  (3) 𝑎 > 0 

 

 


